
　「社会を明るくする運動」のシンボルカラーである黄色で、各
地の史跡や建物をライトアップする取り組みが広がり、今年７月
の社明強調月間では全国で160カ所以上、広島県内９カ所で実施
され、当地区では三原市と世羅町両行政の取り組みにより２ヶ所
が鮮やかな黄色の光に包まれました。黄色はランドセルカバーや
交通標識で使われるように、遠くからも見えやすい注意警告の色
でもあり、心を明るく幸福感を促す色としても知られています。
更生保護は、犯罪や非行を防ぐための啓発をすることも大切な使
命です。そのために各団体と連携を図り、地域に暮らす人々との
小さなつながりを大切にすることが、その第一歩になります。
　黄色の光や社明の旗に「社会を明るくする運動」の願いが込め
られていることを知っていただき、「自分にもできることがある」
と感じるきっかけになればと願います。本会の活動が地域に根付
いていくよう、引き続きご支援ご協力の程、お願いいたします。
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　三原地区保護司会の皆様におか
れましては、更生保護活動を通じ
て地域社会の安全と安心の確保に
多大なるご尽力を賜り、心より敬
意と感謝を申し上げます。
　さて、広島県内の治安情勢です
が、刑法犯の認知件数は、令和３

年を底に令和４年から増加傾向にあり、昨年となる
令和７年中の刑法犯認知件数は、１万4,735件、前
年比60件増加となっています。
　また、三原警察署管内においても、令和７年中は、
窃盗や特殊詐欺が増加し、特殊詐欺については、被
害件数が前年比で３割増加の10件、被害金額が前年
比で6,550万円増の約8,320万円の被害が発生してお
り厳しい情勢にあります。
　警察といたしましては、これからも、犯罪の抑止・
検挙に全力を挙げる覚悟でありますが、一方で犯人
を検挙すれば全てが解決するというものではありま
せん。やはり、再犯防止が大変重要になります。
　罪を犯した人たちが、再び犯罪に手を染めること
がないよう、地域社会の受け入れ態勢や孤立させな
いために相談できる場所や人が必要です。
　保護司の皆様方が、対象者一人ひとりに真撃に向
き合い、社会復帰に向けた助言や温かく献身的な活
動があるからこそ、更生に向けた道を歩むことがで
きると思います。
　また、警察による犯罪の抑止と検挙、保護司の皆
様方による再犯防止と更生、その両輪がかみ合って
こそ、市民が安全・安心に暮らせる街になると考え
ています。
　私たち警察は、今後とも犯罪抑止・検挙のみなら
ず、再犯防止に資する活動についても皆様方との連
携を図り、総合的対策を推進したいと考えておりま
すので、引き続きご協力をいただけますようよろし
くお願いいたします。
　結びに、三原地区保護司
会のますますの発展と皆様
方のご健勝、ご活躍を心よ
り祈念申し上げ、ご挨拶と
させていただきます。

三原警察署長　河崎　博文　

ごあいさつ

　三原地区保護司会の皆様方にお
かれましては、平素から様々な警
察の活動に御理解と御協力を賜
り、深く感謝申し上げるとともに、
犯罪者への立ち直り支援活動、犯
罪や非行のない明るい社会の実現
に向けた活動を推進されているこ

とに心から敬意を表します。
　さて、世羅町内にあっては、昨年中の刑法犯認知
件数は56件で、これは前年比22件、率にして64.7％
の増加となり、特に空き家に侵入する窃盗事件が８
件発生しています。空き家の窃盗事件につきまして
は、おかげ様をもちまして、一部を除き検挙となり
ましたが、犯罪というものは、その土地の世相を反
映させたものが起こるため、今後も警戒を怠っては
ならないと気を引き締めて参ります。
　ところでこの事件は、外国の方が犯人でしたが、
先日、当署が検挙した万引き事件の犯人は、犯罪経
歴がある後期高齢者の方でした。
　広島県で起こる刑法犯のうち多くがいわゆる再犯
者による犯行で、犯罪の起こりにくいまちづくりに
は、不幸にも犯罪に手を染めてしまった方の立ち直
り支援が極めて重要と言えます。
　私の前任は、警察本部少年対策課長でございまし
て、そこでは少年育成官が中心となって非行少年の
立ち直り支援を行っておりました。私が申し上げる
のもおこがましいですが、立ち直り支援というもの
は、不安定な石を積み重ねていくようなもので、
ちょっとしたことで積み上げたものが崩れてしま
う、非常にしんどいものです。しかし、支援した相
手が立ち直ってくれた姿を見ることは、何事にも代
えがたい感慨を貰えるものと聞いております。
　苦しいが誰かがやらなければならない仕事に、真
撃に取り組んでいただいている皆様方が安全な社会
の根幹を支えていることに、心より感謝申し上げます。
　警察も第二次再犯防止推進計画に基づき、警察が
できる再犯防止対策を推進して参りますので、どう
かお力をお貸しください。
　結びに、三原地区保護司会の皆様方の御健勝と御
多幸を祈念いたします。

世羅警察署長　中野　豪宣　

ごあいさつ
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１　会員の処遇能力の向上
２　ＩＣＴ化の推進
３　関連団体との交流の推進
４　社会を明るくする運動の推進

令和８･９年度 役員
相談役 奥田　正和　　桑木　良典　　伊藤　英治
顧　問 大龍　昭順

会　長 垣井　良孝
副会長 是山　宗憲　　分野　達見　　吉田なよ子
理　事 有田　英子　　藤井　迎朋　　川中　真吾

宇田　治徳　　雲地　和典　　橋澤　浩二
井上　　忍　　栗原　文夫　　石川　弥生

監　事 浅田　勝彦　　平田　耕三　　田原　賢司

令和８年度 第１回 定例研修会
「保護司法改正について」
　４月27日、総会終了後に種田保護観察官から、主な
改正事項について解説を受けました。詳細については、
正式な法改正後、個別に対応されると説明がありまし
た。また、対象者との面接場所に困っていないか等の
現状に関する質疑も行われました。

本年度重点項目

令和８年度 三原地区保護司会総会
　４月27日、三原市中央公民館中講堂を会場に、
令和８年度 三原地区保護司会総会を開催しました。
　来賓の方々より祝辞と更生保護活動に対する激
励のお言葉をいただきました。
　その後、議長の円滑な進行により、予定したす
べての議案が可決、承認されました。

古賀　正明
広島保護観察所長

岡田　吉弘
三原市長

奥田　正和
世羅町長

河崎　博文
三原警察署長

中野　豪宣
世羅警察署長

三原地区更生保護女性会会長　小川　敬子 様
三原地区協力雇用主会会長　　赤利　　誠 様

来賓紹介
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　７月４日、三原リージョンプラザにおいて、第76回“社会を明るくする運動”三原市推進大会が開催されま
した。高市首相のメッセージ放映、メッセージ伝達等の式典後、三原警察署生活安全課 課長 木村洋介氏によ
る講話がありました。アトラクションとして、広島県警察音楽隊による素晴らしい演奏会が行われました。
　最後に更生保護女性会の皆さんと「ひまわりの譜」の手話を交えながら合唱して、盛況に終えることができ
ました。また、会場入り口で広島刑務所 尾道刑務支所による作業製品の展示即売会が行われました。

三 原 市 推 進 大 会 ７月４日　三原リージョンプラザ

第76回 社会を明るくする運動

７月６日、奥田
町長に内閣総理
大臣メッセージ
の伝達を行いま
した。

マックスバリュ世羅店
と道の駅世羅で、更生
保護女性会の皆さんと
更生保護のチラシと販
促物を配布しました。

世
羅
町

メッセージ伝達

木村氏の講話

広島県警察音楽隊 作業製品 展示即売会「ひまわりの譜」手話と合唱

内閣総理大臣メッセージ伝達 街 頭 活 動
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退任者紹介 令和８年３月31日付　山田　睦浩 さん（世羅ブロック）
令和８年５月31日付　原田　良浩 さん（世羅ブロック）

　１月21日、広島保護観察所 種田保護観察官から講義を受けました。
　グループごとに分かれて、２つの事例について処遇上の問題点を整理して、再犯リスク軽減のた
めにどのように対応するか等を検討しました。各グループの意見発表後、まとめとなる解説をして
いただきました。自分にはない視点や対応方法など、今後に役立つものとなりました。
　また、保護司法等の一部を改正する法律についての概要説明もありました。

令和７年度 第３回 定例研修会　「事例研究」

　６月24日、三原市こども安心課の小田保健師と
辰巳臨床心理士を講師にお招きして、三原市中央
公民館で実施しました。
　小田保健師からは「児童虐待について」、辰巳臨
床心理士からは「発達障害（神経発達症）の理解
と支援」についてお話していただきました。
　近年増加している事件の背景に繋がる環境要因、
発達障害の特性等について、基本的な考え方や関
係機関との連携について学ぶことができました。

令和８年度 第１回 自主研修会
「こども家庭センターについて」

長い間たいへんお世話になりました。心よりお礼申し上げます。
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のの活活 動動 記記 録録

2/6･7 「神明市」防犯パトロール 2/18 薬物乱用防止教室（中之町小学校） 2/19 久井中学校訪問

2/22 青少年育成大会参加 3/3 本郷中学校訪問 4/10 本郷ブロック あいさつ運動

6/16 FMみはら 社明収録 6/28 626ヤング街頭キャンペーン 7/13 本郷ブロック あいさつ運動

お
問
合
先

お
問
合
先

三原地区更生保護サポートセンター
〒723-0051 三原市宮浦２丁目1-4　TEL･FAX 0848-62-5515
e-mail：mihara-vpo@outlook.jp   URL：https://mihara-vpo.com

令和８年６月１日付で、新たに会員としてお迎えしました。

峯岡　德彦 さん
（三原４ブロック）

松岡　真誠 さん
（三原２ブロック）

新
任
保
護
司
の
紹
介

５月13日 新任保護司研修
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